
　
市
民
病
院
の
内
科
は
、
循
環
器
内
科
、

消
化
器
内
科
、
呼
吸
器
内
科
、
神
経
内
科
、

内
分
泌
内
科
、
血
液
内
科
、
女
性
内
科
外

来
、
 膠
  原
 病
内
科
、
腎
臓
内
科
に
分
か
れ
、

こ
う
 
げ
ん

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
医
師
が
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
市
民
病
院
の
内
科
は
、
日
本
内
科
学
会

が
認
定
す
る
教
育
病
院
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
内
科
医
師
は
日
々

の
診
療
以
外
に
も
、
認
定
更
新
の
た
め
の

学
会
発
表
や
臨
床
病
理
検
討
会
な
ど
、
教

育
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、

努
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
師
は
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
診
療
の
ほ
か
、
当
番

で
時
間
内
・
外
の
診
療
、
救
急
診
療
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。
診
察
予
約
な
し
で
、

午
前
　
時
の
受
け
付
け
を
過
ぎ
て
受
診
す

11

る
場
合
は
、
当
番
の
医
師
が
対
応
す
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
必
ず
し
も
専
門
医
師
が

対
応
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
国
は
病
院
の
機
能
分
担
を
政
策

と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

「
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
す
る
」

で
す
。
こ
れ
は
、
市
民
病
院
の
よ
う
に
二

次
救
急
を
担
う
病
院
で
は
、
外
来
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
次
救
急
（
か

か
り
つ
け
医
）
で
あ
る
西
尾
幡
豆
医
師
会

の
医
師
と
は
、
勉
強
会
な
ど
で
日
ご
ろ
か

ら
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
医
療
の
提
供
は
、
市

民
病
院
だ
け
で
は
な
く
、
か
か
り
つ
け
医

と
の
連
携
の
中
で
築
き
あ
げ
て
い
く
も
の

で
す
。

　
ま
ず
は
、
市
民
病
院
の
内
科
に
は
、
ど

う
い
う
分
野
が
あ
る
か
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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市
民
病
院
の
診
療
科
の
中
で
、
患
者
が
最
も
多
い
の
は
内
科
で
す
。
内
科
と

い
っ
て
も
そ
の
診
療
の
幅
は
と
て
も
広
い
た
め
、
市
民
病
院
で
は
内
科
の
各
分

野
に
専
門
医
師
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
内
科
医
師
は
常
勤
医
師
　
人
と
非
常
勤

１６

医
師
　
人
で
、
西
三
河
南
部
の
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
日
々
の
診
療
に
当
た

１７

っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
市
民
病
院
の
内
科
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
医
師
と

診
療
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

地地域域医医療療をを守守るる戦戦師師たたちち
－市民病院の専門医師 内科編－市民病院の専門医師　内科編－－

地域医療を守地域医療を守るる医師医師たちたち

▲気管支鏡検査の様子

問
合
先

市
民
病
院
内
科
外
来
（
緯
　
・
３
１
７
１
）

５６
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突然死に至ることもある心疾患。症状があれば、早めの受診を！

　
循
環
器
内
科
は
、
主
に
心
臓
や
血
管
の
病
気
を
専

門
と
す
る
診
療
科
で
す
。
対
象
と
な
る
疾
患
は
、
狭

心
症
や
心
筋
梗
塞
、
不
整
脈
、
心
不
全
な
ど
で
す
。

動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
、
脳
梗

塞
な
ど
も
、
関
連
疾
患
と
し
て
同
時
に
診
察
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
胸
痛
、
胸
の
圧
迫
感
、
動
悸
、
息

切
れ
、
む
く
み
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
循

環
器
内
科
の
診
療
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
循
環
器
の
疾
患
は
、
喫
煙
や
食
事
、
運
動
、
飲
酒
、

肥
満
な
ど
、
生
活
習
慣
と
の
関
係
が
と
て
も
深
い
で

す
。
治
療
に
は
薬
だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣
の
改
善

も
重
要
で
す
。

　
心
臓
の
疾
患
は
、
検
査

や
治
療
に
お
い
て
、
入
院

が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
身

体
に
カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
を

挿
入
す
る
手
技
が
必
要
と

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
で
き
る
だ
け
分

か
り
や
す
い
言
葉
で
丁
寧

に
説
明
す
る
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

内視鏡検査は機械・技術の進歩で、
痛みも少なく短時間で行います

　呼吸器内科は、肺や気

管支などの呼吸器系の疾

患を扱う診療科です。急

に発熱して咳・痰が出る、

長引く咳、夜間に咳で眠

れない、息切れ、血痰が

出る、胸痛など呼吸器の

症状がある場合には、受

診してください。疾患と

しては、ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）、肺がん、

 誤  嚥 性肺炎などがあり、近年増加傾向で特に高齢
ご えん

の方に、とても多い病気です。症状がほとんどな

いこともあり、診断が遅れる原因の一つにもなっ

ています。

　また、たばこが原

因の疾患も多いため、

特に喫煙者で少しで

も気になる症状があ

れば、早めの受診を

お勧めします。

　消化器内科は、胃、大

腸などの消化管や肝臓、

 膵  臓 、胆道などの臓器の
すい ぞう

病気を担当する診療科で

す。症状は腹痛や 嘔  吐 、
おう と

下痢、全身 倦  怠  感 、
けん たい かん

 黄  疸 、
おう だん

食欲不振、貧血、体重減

少などさまざまです。最

近では、ストレス社会の

中で胃潰瘍や十二指腸潰瘍に悩む方が増えていま

す。消化性潰瘍の原因としては、ピロリ菌感染の

可能性もあります。その場合の検査は、内視鏡検

査をお勧めします。ファイバースコープの管も細

くなり、痛みはかなり少なくなっています。

　また、食生活の欧米化により、大腸がんを発症

する方が増えています。検診などで便潜血反応が

陽性と言われた方は、大腸内視鏡検査をお勧めし

ます。機械・技術の進歩で、通常１０～２０分程度で、

痛みも少なく検査ができます。さらに、Ｃ型肝炎

などの肝臓病も問題となっていますが、治療法の

進歩により、Ｃ型肝炎の治癒率も向上しています。

消化器内科部消化器内科部長長
長谷川太長谷川太作作

呼吸器内科部呼吸器内科部長長
大野城大野城二二

循
環
器
内
科
部

循
環
器
内
科
部
長長

田
中
俊

田
中
俊
郎郎

肺炎や肺がんなど、高齢者に多
い疾患を診療します

▼

喫
煙
者
は
肺
疾
患
に
な
る
リ
ス

ク
が
高
く
な
る
の
で
、
た
ば
こ
の

吸
い
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▲

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
様
子



血液内科は白血球、赤血球、血小板という血
球成分の異常を治療します

　
血
液
内
科
は
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
や
多
発
性
骨
髄
腫
、

白
血
病
、
骨
髄
異
形
成
症
候
群
な
ど
の
血
液
悪
性
疾
患

を
中
心
に
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
抗
が

ん
剤
の
点
滴
治
療
は
、
当
院
の
外
来
治
療
セ
ン
タ
ー
で

の
通
院
治
療
に
な
り
ま
す
が
、
副
作
用
の
チ
ェ
ッ
ク
や

安
全
に
通
院
治
療
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
判
断
の
た
め

に
、
１
回
目
の
治
療
だ
け
は
入
院
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
は
入
院
す
る
こ
と
な

く
、
通
院
で
の
内
服
治
療
だ
け
で
良
好
な
状
態
を
維
持

で
き
ま
す
。

　
貧
血
で
も
、
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
き
は
、
入

院
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
は
通
院
で
検
査
、
治

療
を
行
い
ま
す
。
血
球

の
病
気
の
治
療
は
、
そ

の
時
の
血
球
の
状
態
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。
診

察
の
前
に
血
液
検
査
を

行
い
、
結
果
が
出
る
ま

で
1
時
間
ほ
ど
か
か
り

ま
す
。

心臓 麻  痺 ・脳梗塞・認知症の予
ま ひ

防の決め手は、まず良い血糖値

　内分泌内科は、体の中

のホルモンの異常によっ

て起こる病気の診断と治

療を行う診療科です。

　健康診断や検診で尿に

糖が出ていると言われた

ら、糖尿病の可能性があ

ります。糖尿病は症状の

ないうちに治療を行い、

上手にコントロールできれば決して怖い病気では

ありません。しかし、治療をせずに放置すると、

網膜症（視力障害）や腎症（腎不全）、神経障害な

どの合併症を引き起こす可能性があります。

　 頚  部 （首の部分）に腫れがある場合は、甲状腺
けい ぶ

の病気の可能性があります。甲状腺はホルモンを

つくる臓器の１つですが、日本人はこの病気を発

症しやすい体質といわれています。

　このほか、さまざまなホルモンの病気や高脂血

症などの代謝障害も相談に応じますので、気にな

る症状がある方は受診してください。

広広報報平平成成２２６６年年９９月月１１日日号号 ４４

　神経内科は、脳や脊髄、

筋肉、末梢神経などの病

気を診療する科です。代

表的な病気には、脳卒中

やパーキンソン病、アル

ツハイマー病、頭痛など

があります。

　これらの病気によくあ

る症状として、脳卒中は

「ろれつが回らない」「片側の手足が動きにくい」

「歩きにくい」「言葉が出ない」などで、パーキン

ソン病は「手足が震える」「前かがみで小刻みに歩

いてしまう」「動作がゆっくり」などで、アルツハ

イマー病は「物忘れが激しい」「日付けが分からな

い」「家事やお金の管理、服薬管理ができない」な

どです。

　当院では、頭部ＣＴ（コンピュータ断層撮影装

置）や脳血管ＭＲＩ（磁気共鳴撮影装置）などの

検査が可能で、患者さんの病気や症状に合わせて

検査を行い、診療に役立てています。

内分泌内科医内分泌内科医師師
戸谷有戸谷有二二

脳卒中は時間との勝負。疑われ
る症状が出たら、すぐ受診を！

血
液
内
科

副
院

血
液
内
科
　
副
院
長長

大
林
包

大
林
包
幸幸▲外来治療センター

神経内科医神経内科医長長
櫻澤櫻澤誠誠



女性の心と体を総合的に診断します。また、近日
禁煙治療を行う禁煙外来を開設予定です

　
女
性
に
よ
く
起
こ
る
体
の
疲
れ
や
心
の
問
題
、

ど
こ
の
診
療
科
に
行
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
体
調
不
良
、
不
安
や
疑
問
な
ど
に
答
え
る
女

性
専
門
の
健
康
相
談
窓
口
で
す
。
女
性
は
ホ
ル

モ
ン
の
働
き
も
、
か
か
り
や
す
い
病
気
も
、
心

の
あ
り
方
も
男
性
と
は
異
な
り
ま
す
。
女
性
が

気
楽
に
受
診
・
相
談
で
き
る
よ
う
に
、
診
察
・

検
査
な
ど
全
て
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し
ま
す
。

禁
煙
外
来
を
開
設
予
定
で
す
（
男
女
可
）

　
禁
煙
外
来
と
は
、
た
ば
こ
を
止
め
た
い
方
の

た
め
の
専
門
治
療
外
来
で
す
。
現
在
、
た
ば
こ

を
吸
う
の
を
止
め
ら
れ
な
い
方
は
、
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
と
診
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

禁
煙
外
来
で
は
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
診
断
を

受
け
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
禁
煙
補
助
薬
を

処
方
し
、
禁
煙
治
療
を
行
い
、
禁
煙
外
来
ス
タ

ッ
フ
と
と
も
に
、
患
者
さ
ん
の
禁
煙
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
現
在
は
、
禁
煙
治
療
が
条
件
付
き

で
保
険
適
用
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
禁
煙

外
来
は
月
２
回
の
診
療
で
予
約
制
で
す
。

　
膠
原
病
は
、
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
、
自
己
免

疫
疾
患
、
結
合
組
織
疾
患
が
重
な
り
あ
っ
た

疾
病
を
い
い
ま
す
。
不
治
の
病
で
あ
る
印
象

が
非
常
に
強
い
病
気
で
す
が
、
最
近
の
治
療

進
歩
に
よ
っ
て
、
完
治
す
る
こ
と
は
ま
だ
難

し
い
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
膠
原
病
に
対
し

て
、
そ
の
進
行
を
阻
止
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
膠
原
病
内
科
で
は
、
主
に
全
身
性
エ
リ
テ

マ
ト
ー
デ
ス
（
免
疫
異
常
で
発
病
す
る
炎
症

疾
患
）
を
は
じ
め
と
す
る
膠
原
病
と
、
そ
の

類
縁
疾
患
の
診
断
と
治
療
を
行
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
関
節
が
痛
い
、
筋
肉
が
痛
い
、
熱

が
下
が
ら
な
い
、
動
く
と
息
苦
し
い
、
眼
や

口
が
渇
く
、
紅
斑
が
出
て
痛
い
、
手
足
が
し

び
れ
る
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
が
１
つ

だ
け
で
は
な
く
、
い
く
つ
も
次
々
と
起
こ
る

場
合
に
は
膠
原
病
が
疑
わ
れ
ま
す
の
で
、
早

め
の
診
察
を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
当
科

は
、
紹
介
患
者
の
み
を
診
察
し
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

病気が進んでも痛みを感じることが少ない腎臓。
定期的な健康診断が重要です

　
腎
臓
内
科
で
扱
う
病
気
に
は
、
タ
ン
パ
ク
尿

や
尿
潜
血
が
見
ら
れ
る
腎
炎
と
、
腎
臓
の
機
能

が
低
下
し
て
い
る
腎
不
全
の
２
種
類
あ
り
ま
す
。

　
腎
炎
は
、
早
期
発
見
・
治
療
す
る
こ
と
で
腎

不
全
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
た
め
、
定
期

健
診
な
ど
で
尿
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
　
腎
不
全
は
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
の
進
行
に
よ

り
、
尿
を
つ
く
る
力
が
衰
え
て
き
て
い
る
状
態

で
す
。
そ
の
機
能
が
破
た
ん
す
れ
ば
、
透
析
治

療
に
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
利
尿

剤
治
療
を
行
い
ま
す
。
利
尿
剤
治
療
に
期
待
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
透
析
治
療
を
行
い
ま

す
。
以
前
に
比
べ
、
透
析
治
療
も
か
な
り
改
良

さ
れ
「
痛
い
」「
苦
し
い
」
と
い
う
こ
と
も
少
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
院
の
腎
臓
内
科
は
、
非
常
勤
医
師
で
対
応

し
て
い
る
た
め
、
紹
介
患
者
の
み
を
診
察
し
ま

す
。
入
院
治
療
が
必
要
・
透
析
治
療
が
望
ま
し

い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
他
の
病
院
の
腎
臓

内
科
を
紹
介
し
ま
す
。

５５ 平平成成２２６６年年９９月月１１日日号号広広報報

名名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院

腎
臓
専
門

古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
  腎
臓
専
門
医医

腎
臓
内
科
医

腎
臓
内
科
医
師師重

本
絵

重
本
絵
実実

不治の病といわれている膠原病。しかし、今で
は病気の進行を防ぐことができます 藤

田
保
健
衛
生
大
学

リ
ウ
マ

藤
田
保
健
衛
生
大
学
  リ
ウ
マ
チチ
・・
感
染
症
内
科
教
授

感
染
症
内
科
教
授

膠
原
病
内
科
医

膠
原
病
内
科
医
師師

吉
田
俊

吉
田
俊
治治

女
性
内
科
外
来
医

女
性
内
科
外
来
医
長長

都
筑
正

都
筑
正
美美

地域医療を守る医師たち
－市民病院の専門医師　内科編－


